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源
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関
す
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書
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村

太

郎
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電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
に
関
す
る
質
問
主
意
書

政
府
は
、
行
政
刷
新
会
議
に
お
い
て
、
原
子
力
関
係
施
設
を
抱
え
る
地
方
自
治
体
に
交
付
さ
れ
て
い
る
電
源
立
地
地
域
対
策

交
付
金
を
事
業
仕
分
け
の
対
象
の
一
つ
に
し
て
お
り
、
全
国
の
立
地
自
治
体
や
電
力
事
業
者
か
ら
大
き
な
戸
惑
い
と
不
信
の
声

が
急
速
に
高
ま
っ
て
い
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
を
含
む
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
係
の
特
別
会
計
を
一
般
財
源
化
あ
る
い
は
削
減
す
る
考
え
が
、
政
府

に
あ
る
の
か
。

二

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
は
、
国
の
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
協
力
を
し
て
い
る
地
方
自
治
体
や
地
域
に
と
っ
て
、

協
力
金
的
な
意
味
合
い
を
も
つ
。
私
の
地
元
青
森
県
内
に
お
い
て
も
、
立
地
周
辺
地
域
の
み
な
ら
ず
全
県
的
に
活
用
さ
れ
て

き
た
。
よ
っ
て
、
一
般
財
源
化
や
交
付
金
額
が
削
減
さ
れ
る
状
況
に
な
れ
ば
、
国
の
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
協
力
し
て

い
る
立
地
地
域
は
、
大
き
な
不
信
感
を
抱
く
こ
と
に
な
る
と
思
う
が
、
如
何
か
。

ま
た
、
事
業
仕
分
け
の
議
論
に
お
い
て
、
ま
ず
政
府
の
姿
勢
を
示
す
こ
と
が
前
提
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
如
何
か
。

三

電
気
事
業
連
合
会
の
清
水
会
長
は
、
先
日
の
会
見
で
、
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
の
一
般
財
源
化
に
は
断
固
反
対
と
の

一



姿
勢
を
示
し
た
。

一
般
財
源
化
さ
れ
れ
ば
、
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
進
め
る
上
で
、
必
要
な
資
金
が
枯
渇
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
事
業
者
側
の
考
え
を
、
国
は
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

四

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
が
一
般
財
源
化
あ
る
い
は
削
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
今
後
新
た
な
原
子
力
発
電
所
や
高

レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
最
終
処
分
地
の
建
設
な
ど
に
大
き
な
ブ
レ
ー
キ
が
掛
か
り
、
資
源
に
乏
し
い
わ
が
国
の
原
子
力
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
が
大
き
く
滞
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
こ
と
が
結
果
的
に
、
国
民
生
活
や
産
業
・
経
済
活
動
に
多
大
な
影
響
を
与

え
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
私
見
に
、
国
は
ど
の
よ
う
な
認
識
を
も
つ
か
。

右
質
問
す
る
。

二


